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終
末
期
医
療
を
支
援
す
る
臨
床
宗
教
師
の
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
見
大
学
・
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部

先
制
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　

前
田
　
伸
子

佐
藤
　
慶
太

　
　
　

は
じ
め
に

　

鶴
見
大
学
・
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
で
は
木
村
清
孝
学
長
（
当
時
）
の
も
と
、
平
成
21
年
か
ら
私
た
ち
の
大
学
の
母
体
で
あ
る
總
持
寺

と
大
学
と
の
協
同
で
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
活
動
を
開
始
し
た
。
「
ビ
ハ
ー
ラ
」
は
も
と
も
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
で
寺
院
あ
る
い
は
安
住
・
休
養
の
場
所
を
意
味
す
る
が
、
近
年
、
末
期
患
者
に
対
す
る
仏
教
ホ
ス
ピ
ス
活
動
を
指
す
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
私
た
ち
は
「
ビ
ハ
ー
ラ
」
を
「
生
き
る
こ
と
か
ら
死
ぬ
こ
と
ま
で
受
け
止
め
、
寄
り
添
う
苦
痛
緩
和
と
癒
し
の
支
援
活
動
」
と
捉
え

て
い
る
。
ま
ず
、
平
成
23
年
に
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
ぶ
た
め
の
研
究
会
を
設
置
し
、
研
究
会
活
動
を
開
始
し
、
平
成
24
年
度
に
上
智
大
学

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
（
当
時
）
の
高
木
慶
子
先
生
と
平
成
25
年
度
に
高
野
山
大
学
の
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

一
般
公
開
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。
第
１
回
目
の
高
木
慶
子
先
生
の
ご
講
演
「
悲
し
み
の
乗
り
越
え
方
〜
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
〜
」
で
、

心
に
受
け
た
大
き
な
傷
を
癒
す
の
は
「
お
お
い
な
る
も
の
」
へ
の
信
仰
、
委
託
、
信
頼
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
「
グ
リ
ー
フ
：
悲
嘆
」
が

精
神
や
身
体
に
及
ぼ
す
不
具
合
に
寄
り
添
う
こ
と
が
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
で
あ
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
第
２
回
目
の

講
演
会
（
「
悲
し
み
を
超
え
る
道
」
）
で
、
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
先
生
は
自
分
を
大
切
に
し
て
悲
し
む
道
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
時
、
私

た
ち
が
次
の
世
代
を
育
て
る
思
い
や
り
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
悲
し
み
を
思
い
や
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の

根
源
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
が
持
つ
自
然
治
癒
力
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
自
発
的
な
治
癒
力
と
し
て
の
精
神
的
回
復
）
に
つ
な
が
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る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
講
演
会
を
経
た
の
ち
に
、
平
成
25
年
に
大
学
の
附
置
研
究
所
で
あ

る
先
制
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
終
末
期
に
お
け
る
医
療
と
宗
教
の
恊
働
化
に
向
け
て
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
木
村
前
学
長
の
念
願
で
あ
っ
た
「
大
学
と
ご
本
山
と
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
」
を
開
始
す
る
た
め

の
出
発
点
と
な
っ
た
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
、
宗
教
学
ご
専
門
の
教
授
、
緩
和
医
療
の
現
場
に
お
ら
れ
る

臨
床
の
教
授
、
宗
教
者
を
お
招
き
し
た
。
各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
、
日
本
人
の
死
生
観
、
緩
和
医
療
に
お
け
る
全
人
的
な
苦
痛
緩
和
、
医

療
現
場
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
実
際
、
さ
ら
に
は
仏
教
に
お
け
る
看
取
り
の
役
割
ま
で
、
ま
さ
に
医
療
と
宗
教
の
接
点
を
詳
ら
か
に

す
る
非
常
に
有
意
義
な
ご
講
演
を
頂
い
た
あ
と
、
総
合
討
論
で
は
フ
ロ
ア
か
ら
の
率
直
か
つ
活
発
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
実
り
あ
る
も
の

と
な
っ
た
。

　　
　
　

一
、
終
末
期
医
療
を
支
援
す
る
臨
床
宗
教
師
等
の
育
成
事
業

　

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
会
で
の
研
鑽
、
先
制
医
療
研
究
セ
ン
タ
−
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て
、
よ
う
や
く
、

ご
本
山
と
連
携
し
て
、
曹
洞
宗
修
行
僧
等
を
対
象
と
し
た
『
終
末
期
医
療
を
支
援
す
る
臨
床
宗
教
師
等
の
育
成
事
業
』
を
開
始
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
「
臨
床
宗
教
師
」
と
い
う
用
語
は
英
語
の
「
チ
ャ
プ
レ
ンchaplain

」
の
訳
語
と
し
て
、
仙
台
市
を
拠
点
と
す
る
「
心
の
相

談
室
」
室
長　

故
岡
部
健
先
生
が
考
案
し
た
名
称
で
あ
る
（
東
北
大
学
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
二
〇
一
二
、
十
二
月

十
日
）
。
東
北
大
学
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
の
定
義
に
よ
る
と
臨
床
宗
教
師
と
は
公
共
的
施
設
で
働
く
宗
教
者
を
指
し
、
そ
の
役
割
は
布

教
を
目
的
と
せ
ず
、
宗
教
者
ら
が
宗
教
の
違
い
を
超
え
て
、
死
期
が
迫
っ
た
患
者
さ
ん
や
遺
族
へ
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
東

北
大
学
で
は
東
北
大
震
災
後
の
平
成
24
年
に
文
学
部
に
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
を
設
置
し
、
臨
床
宗
教
師
養
成
事
業
を
開
始
し
、
す
で
に

全
国
の
僧
侶
、
神
職
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ど
五
十
名
以
上
が
受
講
し
、
臨
床
宗
教
師
と
し
て
の
活
動
を
全
国
的
に
行
っ

て
い
る
。
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二
、
私
た
ち
が
目
指
す
臨
床
宗
教
師
育
成
事
業
の
概
要

　

本
研
修
事
業
は
「
臨
床
宗
教
師
育
成
」
を
謳
っ
て
い
る
が
、
当
面
の
目
標
と
し
て
、
ご
本
山
で
修
行
す
る
修
行
僧
に
「
ひ
と
」
を
知

り
、
そ
の
心
に
寄
り
添
う
た
め
の
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
演
習
・
講
義
お
よ
び
講
演
で
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
し

た
。
悲
嘆
者
の
心
に
寄
り
添
う
た
め
に
は
、
そ
の
悲
嘆
の
性
質
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
悲
嘆
者
で
あ
る
そ
の
「
ひ
と
」
を

知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
研
修
で
、
傾
聴
に
必
要
と
な
る
基
礎
的
知
識
お
よ
び
技
能
と
態
度
を
習
得

し
、
そ
の
後
の
臨
床
宗
教
師
と
し
て
の
専
門
的
な
養
成
課
程
へ
の
進
路
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
研
修
事
業
で

実
施
す
る
指
導
内
容
は
、
十
年
前
か
ら
、
鶴
見
大
学
歯
学
部
の
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
医
療
人
間
科
学
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
も
実
積
を
参
考
と
し
て
、
以
下
の
二
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　

１
、
自
己
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

　

「
ひ
と
」
を
知
る
に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
自
己
」
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
自
分
自
身
の
経
験
、
得
意
／
不

得
意
な
行
動
、
事
物
や
人
に
対
す
る
肯
定
的
／
否
定
的
視
点
と
行
動
と
の
関
係
な
ど
を
振
り
返
り
、
自
己
の
課
題
を
見
出
し
て
、
悲
嘆
者

の
心
を
受
け
止
め
、
寄
り
添
え
る
傾
聴
者
と
し
て
の
自
己
の
理
解
を
深
め
る
。

　
　

２
、
傾
聴
に
求
め
ら
れ
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と

　

苦
し
い
状
況
や
悲
し
み
の
な
か
に
お
か
れ
た
人
の
想
い
を
聴
き
、
心
に
寄
り
添
い
、
そ
の
方
た
ち
の
世
界
に
『
共
に
在
る
』
こ
と
が
傾

聴
で
あ
る
。
そ
の
人
の
、
恐
怖
、
憤
懣
、
幸
福
、
条
理
や
不
条
理
、
憂
患
、
期
待
、
要
望
な
ど
を
理
解
し
、
感
情
の
動
き
に
配
慮
し
、
聴

き
取
る
耳
を
養
い
、
そ
の
心
に
寄
り
添
い
、
想
い
、
感
情
、
望
む
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
話
し
手
の
言
葉
を
通
し
、
あ
る
が
ま
ま
を
理
解

す
る
力
を
身
に
つ
け
る
。
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三
、
臨
床
宗
教
師
育
成
事
業
の
成
果

　

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
本
研
修
事
業
は
今
ま
で
す
で
に
八
回
目
ま
で
終
了
し
て
い
る
。
通
常
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
は
毎
週
定
期

的
に
行
わ
れ
た
り
、
あ
る
一
定
の
期
間
に
集
中
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
研
修
は
修
行
僧
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
の

修
行
の
合
間
を
縫
っ
て
実
施
し
て
い
る
た
め
、
演
習
と
演
習
の
間
が
比
較
的
長
い
。
し
か
も
、
一
回
の
演
習
時
間
が
90
分
と
短
い
、
非
常

に
変
則
的
な
形
態
を
取
っ
て
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
た
時
か
ら
、
演
習
の
効
果
が
な
い
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
。
し
か
し
、

早
朝
か
ら
分
刻
み
の
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
や
作
務
が
終
え
て
、
研
修
場
所
に
集
ま
っ
て
く
る
修
行
僧
た
ち
は
疲
れ
も
見
せ
ず
に
毎
回
熱
心
に

演
習
に
取
組
む
だ
け
で
な
く
、
演
習
終
了
時
に
提
出
す
る
感
想
文
か
ら
、
彼
ら
が
毎
回
真
剣
に
臨
ん
で
い
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
逆

に
研
修
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
彼
ら
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
。

　

今
後
、
こ
の
研
修
事
業
が
私
た
ち
が
最
初
に
目
標
と
し
た
ビ
ハ
ー
ラ
「
生
き
る
こ
と
か
ら
死
ぬ
こ
と
ま
で
受
け
止
め
、
寄
り
添
う
苦
痛

緩
和
と
癒
し
の
支
援
」
活
動
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

 

添
付
資
料
１　

　

平
成
26
年
度　

先
制
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
「
終
末
期
医
療
を
支
援
す
る
臨
床
宗
教
師
の
育
成
事
業
」
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
回　
　

４
月
24
日　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
；
今
回
の
研
修
事
業
の
目
的
と
概
要
の
説
明

第
２
回　
　

５
月
22
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
1a
；
『
自
己
紹
介
』
演
習
（
演
習
時
間
は
90
分
）
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特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム

   　

６
月
14
日　

仏
教
文
化
研
究
所　
　
　

先
制
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
共
催
）
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
〜
仏
教
者
の
社
会
参
加
〜
」

第
３
回　
　

６
月
19
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
1b
；
『
自
己
紹
介
』
前
回
の
演
習
の
振
り
返
り
と
講
義

第
４
回　
　

７
月
３
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
2a
；
『
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
』

第
５
回　
　

７
月
７
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
2b
；
『
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
』
前
回
の
演
習
の
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

返
り
と
講
義　

 

第
６
回　
　

９
月
４
日　

社
会
と
繋
が
る
仏
教
；
講
演
１　

谷
山
洋
三
先
生
（
東
北
大
学
）　
　
　
　
　
　
　
　

第
７
回　
　

９
月
11
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
3a
；
『
観
察
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
１
』

第
８
回　
　

10
月
２
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
3b
；
『
観
察
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
１
』

            　
　
　
　
　
　
　

前
回
の
演
習
の
振
り
返
り
と
講
義

第
９
回　
　

10
月
23
日　

社
会
と
繋
が
る
仏
教
；
講
演
２　

新
川
泰
道
老
師
（
ビ
ハ
ー
ラ
秋
田
）

第
10
回　
　

10
月
30
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
4a
；
『
観
察
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
２
』

第
11
回　
　

11
月
６
日　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
4b
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
観
察
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
２
』 

前
回
の
演
習
の
振
り
返
り
と
講
義

第
12
回　
　

12
月
11
日　

社
会
と
繋
が
る
仏
教
；
講
演
３　

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
子
泰
弘
老
師

第
13
回　
　

12
月
18
日　

研
修
を
終
え
て
；
ま
と
め
１

第
14
回　
　

12
月
21
日　

研
修
を
終
え
て
；
ま
と
め
２

特
別
演
習　

12
月
21
日
、
１
月
29
日
、
２
月
12
日　
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添
付
資
料
２

　

平
成
２
６
年
度　

先
制
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
「
終
末
期
医
療
を
支
援
す
る
臨
床
宗
教
師
の
育
成
事
業
」
ス
タ
ッ
フ

氏　

名
：
前
田　

伸
子
（
1,2
）
、
佐
藤
慶
太
（
1,2
）
、
佐
藤
洋
子
（
3
）
、
田
中　

倫
（
1
）
、
小
平
裕
恵
（
1
）
、

　
　
　
　

高
屋
継
仁
（
4
）
、
中
村
千
賀
子
（
1
）

所　

属
：
（
１
）
鶴
見
大
学
、
（
２
）
鶴
見
大
学
先
制
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
（
３
）
宗
教
法
人
光
明
園
、
（
４
）
總
持
寺


